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行 

(
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品) 

第
一
条 
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令(

以
下
「
令
」
と
い
う
。)

第
三
条
第
一
項
第

一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
は
、
自
動
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

類
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
掃
除
機
、
電
気
洗
濯
機
、
ミ
シ
ン
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
扇
風

機
、
た
ん
す
、
座
卓
、
食
堂
セ
ッ
ト
、
食
器
戸
棚
、
照
明
器
具
、
鏡
台
、
寝
具(

ベ
ッ
ド

を
除
く
。)

、
自
転
車
、
電
話
機
、
テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

(

令
第
三
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品) 

第
一
条 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令(

以
下
「
令
」
と
い
う
。)

第
三
条
第
一
号
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
物
品
は
、
自
動
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
類
、
電
気
冷

蔵
庫
、
電
気
掃
除
機
、
電
気
洗
濯
機
、
ミ
シ
ン
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
扇
風
機
、
た
ん
す
、

座
卓
、
食
堂
セ
ッ
ト
、
食
器
戸
棚
、
照
明
器
具
、
鏡
台
、
寝
具(

ベ
ッ
ド
を
除
く
。)

、
自

転
車
、
電
話
機
、
テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

 
 

(

令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品) 

第
二
条 

令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
は
、
別
表
の
第
一
欄
に

掲
げ
る
被
災
世
帯
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

(

令
第
三
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品) 

第
二
条 

令
第
三
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
は
、
別
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
被

災
世
帯
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 
 

 

（
令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
） 

第
三
条 

令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。 

（
令
第
三
条
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
） 

第
三
条 

令
第
三
条
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。 

 
 

（
令
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
二
項
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
） 

第
四
条 

令
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
二
項
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

住
宅
の
建
築
確
認
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条

第
一
項
又
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
い
う
。）、
完
了
検
査
（
同

法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
い
う
。）
又
は

中
間
検
査
（
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
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査 を い う 。 ） の 申 請 に 係 る 手 数 料 又 は 報 酬 

二 住 宅 の 購 入 又 は 賃 借 の 代 理 又 は 媒 介 に 係 る 報 酬 
三 住 宅 に 係 る 表 示 の 登 記 、 所 有 権 保 存 の 登 記 、 所 有 権 移 転 の 登 記 又 は 抵

当 権 設 定 の 登 記 に 係 る 報 酬 

四 水 道 の 給 水 申 込 み に 際 し 水 道 事 業 者 に 支 払 う 料 金 

  

第 五 条 

 

第 六 条 一 ～ 七 （ 略 ） 

第 四 条 （ 略 ） 

 

第 五 条 一 ～ 七 （ 略 ） 

八 公 害 健 康 被 害 の 補 償 等 に 関 す る 法 律( 昭 和 四 十 八 年 法 律 第 百 十 一 号)

第 四 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 公 害 医 療 手 帳 の 交 付 を 受 け て い る 者 で 、 同 法

第 二 十 五 条 第 一 項 に 定 め る 障 害 の 程 度 が 公 害 健 康 被 害 の 補 償 等 に 関 す

る 法 律 施 行 令( 昭 和 四 十 九 年 政 令 第 二 百 九 十 五 号) 第 十 条 の 表 に 定 め る

特 級 、 一 級 若 し く は 二 級 に 該 当 す る も の が 属 す る 世 帯 

 九 ～ 十 四 （ 略 ） 

八 公 害 健 康 被 害 の 補 償 等 に 関 す る 法 律( 昭 和 四 十 八 年 法 律 第 百 十 一 号) 第

四 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 公 害 医 療 手 帳 の 交 付 を 受 け て い る 者 で 、 同 法 第 二

十 五 条 第 一 項 に 定 め る 障 害 の 程 度 が 公 害 健 康 被 害 の 補 償 等 に 関 す る 法 律

施 行 令( 昭 和 四 十 九 年 政 令 第 二 百 九 十 五 号) 第 十 条 の 表 に 定 め る 特 級 、 一 級

若 し く は 二 級 に 該 当 す る も の 又 は 同 法 第 三 十 九 条 第 一 項 に 定 め る 障 害 の

程 度 が 同 令 第 二 十 条 の 表 に 定 め る 特 級 、 一 級 若 し く は 二 級 に 該 当 す る も の

が 属 す る 世 帯 

 九 ～ 十 四 （ 略 ） 

 

 （ 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 ） 

第 七 条 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲

げ る 世 帯 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 額 と 同 表 の 下 欄 に 掲

げ る 額 の 合 計 額 と す る 。 

世 帯 の 区 分 令 第 三 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 経 費 と し て 通

常 必 要 な 額 

令 第 三 条 第 一 項 第 四

号 に 掲 げ る 経 費 と し

て 通 常 必 要 な 額 

一 そ の 属 す る 者 の

数 が 一 で あ る 世 帯

四 十 五 万 円 十 万 円 

 （ 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 ） 

第 六 条 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 世 帯 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 額 と 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る

額 の 合 計 額 と す る 。 
世 帯 の 区 分 令 第 三 条 第 一 号 に 掲 げ

る 経 費 と し て 通 常 必 要

な 額 

令 第 三 条 第 三 号 に 掲

げ る 経 費 と し て 通 常

必 要 な 額 

一 そ の 属 す る 者 の

数 が 一 で あ る 世 帯

四 十 五 万 円 十 万 円 
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（ 以 下 「 単 数 世 帯 」

と い う 。 ） 
二 そ の 属 す る 者 の

数 が 二 以 上 で あ る

世 帯 （ 以 下 「 複 数

世 帯 」 と い う 。 ） 

五 十 五 万 円 十 五 万 円 

 

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 災 害 対 策 基 本 法 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 二 百 二

十 三 号 ） 第 六 十 条 第 一 項 及 び 第 五 項 並 び に 同 法 第 六 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す

る 避 難 の た め の 立 退 き の 勧 告 若 し く は 指 示 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 避 難 の

指 示 等 」 と い う 。 ） が 行 わ れ 、 又 は 同 法 第 六 十 三 条 第 一 項 （ 同 条 第 三 項 に

お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 警 戒 区 域 が 設 定 さ れ

た 際 に 当 該 避 難 の 指 示 等 に 係 る 地 域 又 は 警 戒 区 域 に 居 住 し て い た 者 に 係

る 令 第 二 条 第 二 号 に 掲 げ る 世 帯 で あ っ て 、 当 該 地 域 又 は 警 戒 区 域 に 係 る 避

難 の 指 示 等 又 は 警 戒 区 域 の 設 定 の 期 間 が 通 算 し て 三 年 を 経 過 し た 日 以 後 、

同 法 第 六 十 条 第 四 項 （ 同 法 第 六 十 一 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に よ り 避 難 の 必 要 が な く な っ た 旨 の 公 示 が な さ れ た 日 又 は 警

戒 区 域 で な く な っ た 日 （ 第 十 二 条 第 二 項 に お い て 「 避 難 指 示 等 解 除 日 又 は

警 戒 区 域 解 除 日 」 と い う 。 ） か ら 起 算 し て 二 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に 、

当 該 避 難 の 指 示 等 又 は 警 戒 区 域 の 設 定 の 際 居 住 し て い た 市 町 村 の 区 域 に

お い て 自 立 し た 生 活 を 開 始 す る も の （ 以 下 「 長 期 避 難 解 除 世 帯 」 と い う 。 ）

の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 に 係 る 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 の 内 閣 府 令 で 定 め

る 額 は 、 前 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 世 帯 の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 規 定 す る 額 と

次 の 各 号 に 掲 げ る 当 該 世 帯 の 区 分 と 同 一 の 世 帯 の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 当

該 各 号 に 掲 げ る 額 と の 合 計 額 と す る 。 

一 単 数 世 帯 五 十 二 万 五 千 円 

二 複 数 世 帯 七 十 万 円 

（ 次 条 第 一 号 に お

い て 「 単 数 世 帯 」

と い う 。 ） 

二 そ の 属 す る 者 の

数 が 二 以 上 で あ る

世 帯 （ 次 条 第 二 号

に お い て 「 複 数 世

帯 」 と い う 。 ） 

五 十 五 万 円 十 五 万 円 
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第 八 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 長 期 避 難 解 除 世 帯 に 係 る 令 第 四 条 第 一 項 第 二

号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 は 、 前 項 各 号 に 掲 げ る 世 帯 の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ

当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と 次 の 各 号 に 掲 げ る 当 該 世 帯 の 区 分 と 同 一 の 世 帯 の

区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 （ 令 第 三 条 第 一 項 第 二 号 又 は 第 五

号 に 掲 げ る 経 費 と し て 支 出 し た も の に 限 る 。 ） と の 合 計 額 と す る 。 

一 単 数 世 帯 五 十 二 万 五 千 円 か ら 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 経 費

（ 前 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 額 に 係 る も の に 限 る 。 ） と し て 支 出 し た 額

（ 五 十 二 万 五 千 円 を 超 え て 支 出 し た も の に あ っ て は 五 十 二 万 五 千 円 ） を

減 じ た 額 

二 複 数 世 帯 七 十 万 円 か ら 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 経 費 （ 前 条 第

一 項 第 二 号 に 掲 げ る 額 に 係 る も の に 限 る 。 ） と し て 支 出 し た 額 （ 七 十 万

円 を 超 え て 支 出 し た も の に あ っ て は 七 十 万 円 ） を 減 じ た 額 

第 七 条 （ 略 ） 

  

 （ 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 ） 

第 九 条 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

世 帯 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。 

 一 単 数 世 帯 三 十 七 万 五 千 円 

 二 複 数 世 帯 五 十 万 円 

２ 令 第 四 条 第 一 項 第 四 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 世 帯

の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。 

一 単 数 世 帯 百 五 十 万 円 （ 従 前 居 住 し て い た 住 宅 が 自 己 の 所 有 に 係 る も

の 以 外 で あ る 世 帯 （ 次 号 に お い て 「 住 宅 非 所 有 世 帯 」 と い う 。 ） に あ っ

て は 七 十 五 万 円 ） か ら 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 経 費 と し て 支 出 し

た 額 （ 三 十 七 万 五 千 円 を 超 え て 支 出 し た も の に あ っ て は 三 十 七 万 五 千
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円 ） を 減 じ た 額 

二 複 数 世 帯 二 百 万 円 （ 住 宅 非 所 有 世 帯 に あ っ て は 百 万 円 ） か ら 令 第 四

条 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 経 費 と し て 支 出 し た 額 （ 五 十 万 円 を 超 え て 支 出

し た も の に あ っ て は 五 十 万 円 ） を 減 じ た 額 

３ 令 第 四 条 第 一 項 第 五 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 世 帯

の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。 

一 単 数 世 帯 七 十 五 万 円 か ら 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 経 費 と し

て 支 出 し た 額 （ 三 十 七 万 五 千 円 を 超 え て 支 出 し た も の に あ っ て は 三 十 七

万 五 千 円 ） を 減 じ た 額 

二 複 数 世 帯 百 万 円 か ら 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 経 費 と し て 支

出 し た 額 （ 五 十 万 円 を 超 え て 支 出 し た も の に あ っ て は 五 十 万 円 ） を 減 じ

た 額 

  

第 十 条 （ 略 ） 第 八 条 （ 略 ） 

  

 （ 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で の 内 閣 府 令 で 定 め る と こ ろ に よ り

算 出 し た 限 度 額 ） 

第 十 一 条 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た

限 度 額 は 、 支 出 額 か ら 月 額 二 万 円 を 減 じ た 額 （ 当 該 額 が 五 十 万 円 を 超 え る

も の は 五 十 万 円 ） と す る 。 

２ 令 第 四 条 第 一 項 第 四 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 限 度

額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 経 費 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額

と す る 。 

一 令 第 三 条 第 一 項 第 八 号 に 掲 げ る 経 費 支 出 額 に 百 分 の 七 十 を 乗 じ た

額 （ 当 該 額 が 二 百 万 円 を 超 え る も の は 二 百 万 円 ） 

二 令 第 三 条 第 一 項 第 九 号 に 掲 げ る 経 費 の う ち 借 入 金 そ の 他 の 債 務 に 係
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る 利 息 に 係 る も の 利 率 か ら 年 一 パ ー セ ン ト を 控 除 し た 利 率 （ 当 該 利 率

が 年 二 ・ 五 パ ー セ ン ト を 超 え る も の は 年 二 ・ 五 パ ー セ ン ト ） に よ り 算 出

し た 額 （ 当 該 算 出 額 が 二 百 万 円 を 超 え る も の は 二 百 万 円 ） 
三 令 第 三 条 第 一 項 第 九 号 に 掲 げ る 経 費 の う ち 債 務 保 証 料 に 係 る も の 又

は 同 項 第 十 一 号 に 掲 げ る 経 費 二 百 万 円 

３ 令 第 四 条 第 一 項 第 五 号 の 内 閣 府 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 限 度

額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 経 費 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額

と す る 。 

一 令 第 三 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 経 費 支 出 額 に 百 分 の 七 十 を 乗 じ た

額 （ 当 該 額 が 百 万 円 を 超 え る も の は 百 万 円 ） 

二 令 第 三 条 第 二 項 第 三 号 に 掲 げ る 経 費 の う ち 借 入 金 そ の 他 の 債 務 に 係

る 利 息 に 係 る も の 利 率 か ら 年 一 パ ー セ ン ト を 控 除 し た 利 率 （ 当 該 利 率

が 年 二 ・ 五 パ ー セ ン ト を 超 え る も の は 年 二 ・ 五 パ ー セ ン ト ） に よ り 算 出

し た 額 （ 当 該 算 出 額 が 百 万 円 を 超 え る も の は 百 万 円 ） 

三 令 第 三 条 第 二 項 第 三 号 に 掲 げ る 経 費 の う ち 債 務 保 証 料 に 係 る も の 又

は 同 項 第 五 号 に 掲 げ る 経 費 百 万 円 

４ 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 被 災 世 帯 が 、 令 第 一 条 各 号 に 掲 げ る 自 然 災

害 が 発 生 し た 日 （ 以 下 「 災 害 発 生 日 」 と い う 。 ） に お い て 居 住 し て い た 都

道 府 県 の 区 域 以 外 の 都 道 府 県 の 区 域 （ 災 害 発 生 日 に お い て 居 住 し て い た 市

町 村 の 区 域 に 隣 接 す る 市 町 村 の 区 域 を 除 く 。 ） に お い て 自 立 し た 生 活 を 開

始 す る 場 合 に あ っ て は 、 令 第 四 条 第 一 項 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で の 内 閣 府 令

で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 限 度 額 は 、 第 一 項 及 び 前 二 項 各 号 に 掲 げ る

額 に 、 そ れ ぞ れ 二 分 の 一 を 乗 じ た 額 と す る 。 

  

（ 支 援 金 の 申 請 等 ） 

第 十 二 条 支 援 金 の 支 給 は 、 災 害 発 生 日 か ら 起 算 し て 次 に 掲 げ る 経 費 の 区 分

（ 支 援 金 の 申 請 等 ） 

第 九 条 支 援 金 の 支 給 は 、 令 第 一 条 各 号 に 掲 げ る 自 然 災 害 が 発 生 し た 日 か ら 起
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に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 期 間 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に な さ れ た

被 災 世 帯 の 世 帯 主 の 申 請 に 基 づ き 行 う も の と す る 。 

 一 令 第 三 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 経 費 十 三 月 

 二 令 第 三 条 第 一 項 第 七 号 若 し く は 第 十 号 又 は 第 二 項 第 一 号 若 し く は 第

四 号 に 掲 げ る 経 費 二 十 五 月 

 三 令 第 三 条 第 一 項 第 八 号 、 第 九 号 若 し く は 第 十 一 号 又 は 第 二 項 第 二 号 、

第 三 号 若 し く は 第 五 号 に 掲 げ る 経 費 三 十 七 月 

２ 前 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 令 第 三 条 第 一 項 第 一 号 か ら 第 六 号 ま で

に 掲 げ る 経 費 の う ち 第 七 条 第 二 項 各 号 又 は 第 八 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 額 に

係 る も の に 係 る 支 援 金 の 支 給 は 、 避 難 指 示 等 解 除 日 又 は 警 戒 区 域 解 除 日 か

ら 起 算 し て 二 十 五 月 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に な さ れ た 長 期 避 難 解 除 世 帯 の

世 帯 主 の 申 請 に 基 づ き 行 う も の と す る 。 

３ 都 道 府 県 （ 当 該 都 道 府 県 が 法 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 支 援 金 の 支 給 に

関 す る 事 務 の 全 部 を 法 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 支 援 法 人 に 委 託 し た 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 支 援 法 人 ） は 、 被 災 世 帯 の 世 帯 主 が 申 請 す る こ と の で き な

い や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め る と き は 、 第 一 項 各 号 及 び 前 項 に 掲 げ る

期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。 

算 し て 十 三 月 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に な さ れ た 被 災 世 帯 の 世 帯 主 の 申 請 に

基 づ き 行 う も の と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 都 道 府 県 （ 当 該 都 道 府 県 が 法 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 支 援 金 の 支 給 に 関

す る 事 務 の 全 部 を 法 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 金 に 委 託 し た 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 基 金 ） は 、 被 災 世 帯 の 世 帯 主 が 申 請 す る こ と の で き な い や む を 得 な

い 事 情 が あ る と 認 め る と き は 、 前 項 の 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。 

  

（ 支 援 金 の 概 算 支 給 に 関 す る 読 替 え ） 

第 十 三 条 令 第 四 条 第 三 項 又 は 第 四 項 の 規 定 に よ る 支 援 金 の 概 算 支 給 に お

け る 第 八 条 第 二 項 又 は 第 九 条 第 二 項 若 し く は 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 支 出 し た 額 」 と あ る の は 「 支 出 す る 見 込 額 」 と 、

「 支 出 し た も の 」 と あ る の は 「 支 出 す る 見 込 み の も の 」 と す る 。 

 

  

第 十 四 条 （ 略 ） 第 十 条 （ 略 ） 
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（ 名 称 等 の 変 更 の 届 出 ） 
第 十 五 条 支 援 法 人 は 、 法 第 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 届 出 を し よ う と す る と

き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 届 出 書 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば

な ら な い 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

 

（ 業 務 規 程 の 変 更 の 認 可 の 申 請 ） 

第 十 六 条 支 援 法 人 は 、 法 第 十 一 条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ り 認 可 を 受 け よ う

と す る と き は 、 次 の 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。 

一 ～ 三 （ 略 ） 

（ 名 称 等 の 変 更 の 届 出 ） 

第 十 一 条 基 金 は 、 法 第 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 届 出 を し よ う と す る と き は 、

次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 届 出 書 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

 

（ 業 務 規 程 の 変 更 の 認 可 の 申 請 ） 

第 十 二 条 基 金 は 、 法 第 十 一 条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ り 認 可 を 受 け よ う と す る

と き は 、 次 の 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。 

一 ～ 三 （ 略 ） 

  

第 十 七 条 （ 略 ） 第 十 三 条 （ 略 ） 

 

 （ 経 理 原 則 ） 

第 十 八 条 支 援 法 人 は 、 そ の 業 務 の 財 政 状 態 を 明 ら か に す る た め 、 財 産 の 増

減 及 び 異 動 を そ の 発 生 の 事 実 に 基 づ い て 経 理 し な け れ ば な ら な い 

 

 （ 経 理 原 則 ） 

第 十 四 条 基 金 は 、 そ の 業 務 の 財 政 状 態 を 明 ら か に す る た め 、 財 産 の 増 減 及 び

異 動 を そ の 発 生 の 事 実 に 基 づ い て 経 理 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 区 分 経 理 の 方 法 ） 

第 十 九 条 支 援 法 人 は 、 支 援 業 務 に 係 る 経 理 に つ い て 特 別 の 勘 定 （ 次 条 、 第

二 十 二 条 第 二 項 及 び 第 二 十 三 条 第 二 項 に お い て 「 支 援 業 務 特 別 勘 定 」 と い

う 。 ） を 設 け 、 支 援 業 務 以 外 の 業 務 に 係 る 経 理 と 区 別 し て 整 理 し な け れ ば

な ら な い 。 

 

 （ 区 分 経 理 の 方 法 ） 

第 十 五 条 基 金 は 、 支 援 業 務 に 係 る 経 理 に つ い て 特 別 の 勘 定 （ 次 条 、 第 十 八 条

第 二 項 及 び 第 十 九 条 第 二 項 に お い て 「 支 援 業 務 特 別 勘 定 」 と い う 。 ） を 設 け 、

支 援 業 務 以 外 の 業 務 に 係 る 経 理 と 区 別 し て 整 理 し な け れ ば な ら な い 。 

  

（ 資 金 の 繰 入 れ 及 び 融 通 ） 

第 二 十 条 支 援 法 人 は 、 支 援 業 務 特 別 勘 定 か ら 支 援 法 人 が 設 け る そ の 他 の 勘

（ 資 金 の 繰 入 れ 及 び 融 通 ） 

第 十 六 条 基 金 は 、 支 援 業 務 特 別 勘 定 か ら 基 金 が 設 け る そ の 他 の 勘 定 （ 以 下 本
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定 （ 以 下 本 条 に お い て 「 そ の 他 の 勘 定 」 と い う 。 ） へ 、 又 は そ の 他 の 勘 定

か ら 支 援 業 務 特 別 勘 定 へ 資 金 の 繰 入 れ を し て は な ら な い 。 
２ （ 略 ） 

条 に お い て 「 そ の 他 の 勘 定 」 と い う 。 ） へ 、 又 は そ の 他 の 勘 定 か ら 支 援 業 務

特 別 勘 定 へ 資 金 の 繰 入 れ を し て は な ら な い 。 

２ （ 略 ） 

  

（ 事 業 計 画 書 等 の 提 出 ） 

第 二 十 一 条 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 支 援 法 人 は 、 事 業 計 画 書 又 は 収 支 予 算 書 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 法

第 十 二 条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ り 遅 滞 な く 変 更 し よ う と す る 事 項 及 び そ

の 理 由 を 記 載 し た 書 類 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場

合 に お い て 、 収 支 予 算 書 の 変 更 が 第 一 項 第 二 号 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 書 類 の

変 更 を 伴 う と き は 、 当 該 変 更 後 の 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 事 業 計 画 書 等 の 提 出 ） 

第 十 七 条 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 基 金 は 、 事 業 計 画 書 又 は 収 支 予 算 書 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 法 第 十 二

条 第 一 項 後 段 の 規 定 に よ り 遅 滞 な く 変 更 し よ う と す る 事 項 及 び そ の 理 由 を

記 載 し た 書 類 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い

て 、 収 支 予 算 書 の 変 更 が 第 一 項 第 二 号 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 書 類 の 変 更 を 伴 う

と き は 、 当 該 変 更 後 の 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。 

  

（ 予 備 費 ） 

第 二 十 二 条 支 援 法 人 は 、 予 見 す る こ と が で き な い 理 由 に よ る 支 出 予 算 の 不

足 を 補 う た め 、 収 入 支 出 予 算 に 予 備 費 を 設 け る こ と が で き る 。 

２ 支 援 法 人 は 、 支 援 業 務 特 別 勘 定 の 予 備 費 を 使 用 し た と き は 、 速 や か に そ

の 旨 を 内 閣 総 理 大 臣 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

３ （ 略 ） 

（ 予 備 費 ） 

第 十 八 条 基 金 は 、 予 見 す る こ と が で き な い 理 由 に よ る 支 出 予 算 の 不 足 を 補 う

た め 、 収 入 支 出 予 算 に 予 備 費 を 設 け る こ と が で き る 。 

２ 基 金 は 、 支 援 業 務 特 別 勘 定 の 予 備 費 を 使 用 し た と き は 、 速 や か に そ の 旨 を

内 閣 総 理 大 臣 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

３ （ 略 ） 

  

（ 予 算 の 繰 越 し ） 

第 二 十 三 条 支 援 法 人 は 、 支 出 予 算 の 経 費 の 金 額 の う ち 当 該 事 業 年 度 内 に 支

出 決 定 を 終 わ ら な い も の に つ い て 、 予 算 の 実 施 上 必 要 が あ る と き は 、 こ れ

を 翌 事 業 年 度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 

２ 支 援 法 人 は 、 支 援 業 務 特 別 勘 定 に つ い て 前 項 の 規 定 に よ る 繰 越 し を し た

と き は 、 当 該 事 業 年 度 終 了 後 二 月 以 内 に 、 繰 越 計 算 書 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提

（ 予 算 の 繰 越 し ） 
第 十 九 条 基 金 は 、 支 出 予 算 の 経 費 の 金 額 の う ち 当 該 事 業 年 度 内 に 支 出 決 定 を

終 わ ら な い も の に つ い て 、 予 算 の 実 施 上 必 要 が あ る と き は 、 こ れ を 翌 事 業 年

度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 

２ 基 金 は 、 支 援 業 務 特 別 勘 定 に つ い て 前 項 の 規 定 に よ る 繰 越 し を し た と き

は 、 当 該 事 業 年 度 終 了 後 二 月 以 内 に 、 繰 越 計 算 書 を 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な
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出 し な け れ ば な ら な い 。 
３ （ 略 ） 

け れ ば な ら な い 。 

３ （ 略 ） 
第 二 十 四 条 ・ 第 二 十 五 条 （ 略 ） 第 二 十 条 ・ 第 二 十 一 条 （ 略 ） 

  

（ 会 計 規 程 ） 

第 二 十 六 条 支 援 法 人 は 、 そ の 財 務 及 び 会 計 に 関 し 、 法 及 び こ の 府 令 で 定 め

る も の の ほ か 、 会 計 規 程 を 定 め な け れ ば な ら な い 。 

２ 支 援 法 人 は 、 前 項 の 会 計 規 程 を 制 定 し 、 又 は 変 更 し た と き は 、 そ の 理 由

及 び 内 容 を 明 ら か に し て 、 遅 滞 な く 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。 

（ 会 計 規 程 ） 

第 二 十 二 条 基 金 は 、 そ の 財 務 及 び 会 計 に 関 し 、 法 及 び こ の 府 令 で 定 め る も の

の ほ か 、 会 計 規 程 を 定 め な け れ ば な ら な い 。 

２ 基 金 は 、 前 項 の 会 計 規 程 を 制 定 し 、 又 は 変 更 し た と き は 、 そ の 理 由 及 び 内

容 を 明 ら か に し て 、 遅 滞 な く 内 閣 総 理 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 

  

別 表( 第 二 条 、 第 十 条 関 係) 

第 一 欄 第 二 欄 第 三 欄 第 四 欄 

一 北 海 道 、 青 森 県 、

岩 手 県 、 宮 城 県 、 秋

田 県 、 山 形 県 、 福 島

県 、 山 梨 県 又 は 長 野

県 を 除 く 都 府 県 の 区

域 内 に 居 住 す る 被 災

世 帯 

ル ー ム エ ア コ

ン 

合 計 二 台 ( た

だ し 、 一 の 項

の 第 二 欄 に 掲

げ る 物 品 に あ

っ て は 一 台) 

十 八 万 五 千 円 

 

二 沖 縄 県 を 除 く 都 道

府 県 の 区 域 内 に 居 住

す る 被 災 世 帯 

ス ト ー ブ ( 温

風 機 を 含 む 。) 

 五 万 円 

三 北 海 道 、 青 森 県 、

秋 田 県 、 東 京 都 、 神

奈 川 県 又 は 沖 縄 県 を

除 く 府 県 の 区 域 内 に

居 住 す る 被 災 世 帯 

電 気 ご た つ  三 万 五 千 円 

四 北 海 道 、 青 森 県 、 電 気 カ ー ペ ッ  三 万 五 千 円 

別 表( 第 二 条 、 第 八 条 関 係) 

第 一 欄 第 二 欄 第 三 欄 第 四 欄 

一 北 海 道 、 青 森 県 、

岩 手 県 、 宮 城 県 、 秋

田 県 、 山 形 県 、 福 島

県 、 山 梨 県 又 は 長 野

県 を 除 く 都 府 県 の 区

域 内 に 居 住 す る 被 災

世 帯 

ル ー ム エ ア コ

ン 

合 計 二 台 ( た

だ し 、 一 の 項

の 第 二 欄 に 掲

げ る 物 品 に あ

っ て は 一 台) 

十 八 万 五 千 円 

 

二 沖 縄 県 を 除 く 都 道

府 県 の 区 域 内 に 居 住

す る 被 災 世 帯 

ス ト ー ブ ( 温

風 機 を 含 む 。) 

 五 万 円 

三 北 海 道 、 青 森 県 、

秋 田 県 、 東 京 都 、 神

奈 川 県 又 は 沖 縄 県 を

除 く 府 県 の 区 域 内 に

居 住 す る 被 災 世 帯 

電 気 ご た つ  三 万 五 千 円 

四 北 海 道 、 青 森 県 、 電 気 カ ー ペ ッ  三 万 五 千 円 
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岩 手 県 、 宮 城 県 、 秋

田 県 、 山 形 県 、 福 島

県 、 栃 木 県 、 群 馬 県 、

東 京 都 、 神 奈 川 県 、

新 潟 県 、 山 梨 県 、 長

野 県 、 岐 阜 県 、 愛 知

県 、 鳥 取 県 、 島 根 県 、

岡 山 県 、 広 島 県 、 山

口 県 、 熊 本 県 、 大 分

県 、 宮 崎 県 、 鹿 児 島

県 又 は 沖 縄 県 を 除 く

府 県 の 区 域 内 に 居 住

す る 被 災 世 帯 

ト 

五 各 都 道 府 県 の 区 域

内 に 居 住 す る 被 災 世

帯 

防 寒 服 当 該 被 災 世 帯

に 属 す る 者 の

数 

八 万 五 千 円 

ベ ビ ー ベ ッ ド 五 万 円 六 乳 幼 児 が 属 す る 被

災 世 帯 う ば 車 

当 該 被 災 世 帯

に 属 す る 乳 幼

児 の 数 
五 万 五 千 円 

学 生 服 四 万 円 七 小 学 校 、 中 学 校 、

高 等 学 校 、 中 等 教 育

学 校 、 高 等 専 門 学 校 、

盲 学 校 、 聾 学 校 、 養

護 学 校 又 は 高 等 専 修

学 校 に 就 学 し て い る

者 が 属 す る 被 災 世 帯 

 

 

学 習 机 

当 該 被 災 世 帯

に 属 す る 小 学

校 、 中 学 校 、

高 等 学 校 、 中

等 教 育 学 校 、

高 等 専 門 学

校 、 盲 学 校 、

聾 学 校 、 養 護

学 校 又 は 高 等

専 修 学 校 に 就

学 し て い る 者

の 数 

八 万 五 千 円 

岩 手 県 、 宮 城 県 、 秋

田 県 、 山 形 県 、 福 島

県 、 栃 木 県 、 群 馬 県 、

東 京 都 、 神 奈 川 県 、

新 潟 県 、 山 梨 県 、 長

野 県 、 岐 阜 県 、 愛 知

県 、 鳥 取 県 、 島 根 県 、

岡 山 県 、 広 島 県 、 山

口 県 、 熊 本 県 、 大 分

県 、 宮 崎 県 、 鹿 児 島

県 又 は 沖 縄 県 を 除 く

府 県 の 区 域 内 に 居 住

す る 被 災 世 帯 

ト 

五 各 都 道 府 県 の 区 域

内 に 居 住 す る 被 災 世

帯 

防 寒 服 当 該 被 災 世 帯

に 属 す る 者 の

数 

八 万 五 千 円 

ベ ビ ー ベ ッ ド 五 万 円 六 乳 幼 児 が 属 す る 被

災 世 帯 う ば 車 

当 該 被 災 世 帯

に 属 す る 乳 幼

児 の 数 

五 万 五 千 円 

学 生 服 四 万 円 七 小 学 校 、 中 学 校 、

高 等 学 校 、 中 等 教 育

学 校 、 高 等 専 門 学 校 、

盲 学 校 、 聾 学 校 、 養

護 学 校 又 は 高 等 専 修

学 校 に 就 学 し て い る

者 が 属 す る 被 災 世 帯 

 

 

学 習 机 

当 該 被 災 世 帯

に 属 す る 小 学

校 、 中 学 校 、

高 等 学 校 、 中

等 教 育 学 校 、

高 等 専 門 学

校 、 盲 学 校 、

聾 学 校 、 養 護

学 校 又 は 高 等

専 修 学 校 に 就

学 し て い る 者

の 数 

八 万 五 千 円 
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眼 鏡 四 万 五 千 円 

コ ン タ ク ト レ

ン ズ 

四 万 五 千 円 

 

補 聴 器 十 四 万 円 

八 医 療 用 具 又 は 福 祉

用 具 を 必 要 と す る 者

が 属 す る 被 災 世 帯 

 

そ の 他 内 閣 総

理 大 臣 が 必 要

と 認 め た 医 療

用 具 又 は 福 祉

用 具 

 

第 八 条 第 一 項

各 号 又 は 第 二

項 各 号 に 定 め

る 額 の 範 囲 内

で 内 閣 総 理 大

臣 が 定 め た 額  

眼 鏡 四 万 五 千 円 

コ ン タ ク ト レ

ン ズ 

四 万 五 千 円 

 

補 聴 器 十 四 万 円 

八 医 療 用 具 又 は 福 祉

用 具 を 必 要 と す る 者

が 属 す る 被 災 世 帯 

 

そ の 他 内 閣 総

理 大 臣 が 必 要

と 認 め た 医 療

用 具 又 は 福 祉

用 具 

 

第 七 条 各 号 に

定 め る 額 の 範

囲 内 で 内 閣 総

理 大 臣 が 定 め

た 額  

  

 


